
 

 

  日 時 ： ２００９年９月５日（土）１４：００～１７：００ （開場１３：３０） 
  場 所 ： 神戸学生青年センター（http://www.ksyc.jp/）会議室Ａ 

阪急「六甲」駅下車 徒歩3分（神戸市灘区山田町3-1-1） 

  参加費 ： ・質的心理学会会員は、無料。 
※ 非会員は資料代として 1,000 円。ただし当事者および当事者家族は、自己申告により 300 円
でご入場いただけます。 

  司 会 ： 永田 素彦（京都大学） ・ 樫田 美雄 （徳島大学） 
  登壇者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム

2009/8/20 

13:30    開場 
14:00－14:10 開会挨拶 
14:10－15:40 各種報告（各 30 分、3本） 
休憩 
15:50－16:50 著者リプライとフロアを交えた討論 
16:50－17:00 閉会挨拶 

著者リプライ ： 竹中 均
ひとし

 氏（神戸市外国語大学） 

～『自閉症の社会学-もうひとつのコミュニケーション論』（世界思想社）著者～ 

当事者の立場から ：  高森
こうもり

 明 氏（『アスペルガー当事者が語る特別支援教育』著者） 

「異文化モデル－その可能性と限界－」 

【要旨】自閉スペクトラム障害について何事かを理解しようとする際に現在では欠かすことのできない枠組みとして異文化モデル

がある。例えば、自閉症/<普通の>人々，定型発達者/非定型発達者を二分割し、両者を優劣ではなく特性や文化の違う人々として

捉えようとする観点のことを指す。当事者によって提唱されたこのモデルは保護者や支援者が当事者を理解する際の枠組みとして

大きな影響を与えており、本書もその影響を受けていると考えられる。しかし、この枠組みは当事者観点から見て安易に利用せず

に検討してみる価値のある問題を含んでいるように思われる。本発表においては異文化モデル批判の観点から、本書について言及

をしていきたい。 

教育支援の立場から ： 氏家 靖浩 氏（東北文化学園大学） 
「臨床の知と暗黙知をくすぐる」 

【要旨】本書は、自閉症スペクトラムと呼ばれる人々に関わっている者たちの臨床の知、暗黙知を、優しい言葉で、しかし、激

しく揺さぶっていると感じました。本書の「方法論」と「主張（内容）」について、私の関わりから得たものを土台に、本音で

意見を述べてみます。社会学によって見えてきたことと、社会学のゆえに見えなくなっているものを考えてみます。現代社会は

自閉症を “隠す” チャンスではないか、という意見も紹介します。 

心理学の立場から ： 石黒 広昭 氏（立教大学） 
「「自閉症の社会学」はあるのか？」 

【要旨】著者は「自閉症の人たち」には「社会というものがなく、まわりの誰ともコミュニケーションできない」といった「常

識的にはありえないと思われてきた条件が」「日々の生活問題として立ちはだかって」おり、その「驚き」を「共有していただき

たい」という。当事者の親でもある著者の「驚き」には複雑な思いが込められていることだろう。だが、はたして「自閉症の社

会」と「そうでない社会」の区別は必要だろうか。著者の意図もそこにあるようには思えない。 

 私はすべての人は自らを取り囲む環境に対して適応的なふるまいをしていると考えている。自閉症と呼ばれる人たちのふるま

いが「不適切」とされるのは、その論理が見えないからだ。その論理の把握が人間の豊かさを照らし出すことになろう。「不適切

な」ふるまいは他者を含む環境との接触点で生まれる。接触の歴史＝発達を辿ることでその論理が見えてこないだろうか。 

（予約不要） 



 

 

神戸学生青年センター（神戸市灘区山田町 3-1-1 ｔｅｌ ： 078-851-2760） 

 

アクセスマップ 


